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５．お わ り に
学校における教育の価値は，よりよく生きるために学ぶことにあるのではな
いだろうか．授業の中で子どもが自分の学びを起動することができるように，
教師が教材を用意し教え導くことに授業の本質がある．
Ａ子の実践のように重複障害児にとっては，自らの身体そのものが学習課題
であり，教師の働きかけである「ふれる手」と一体になって学習効果が高まる．
これは，通常の教育にはない「自立活動」の領域に期待される指導である．重
複障害児の指導においては，この領域に多くを求められることが多い．
「あるがまま」でよいと考えた指導では，現状の改善はなく，成長に伴う身
体の機能の変化がマイナス方向へ進む可能性があるのが肢体不自由児である．
だからこそ，毎日の授業で教師がいかにかかわるかが問われる．
つまり，肢体不自由児の卒業後の生活の質を保障するひとつは，身体をどれ
ぐらい使うことができるかという教育にある．教師は，身体の機能維持や改善
がにいかに大切かということも知った上で，子ども自身が何をしたいのか，ま
た育ってきた文化や家族の思いを大切にした指導を行うべきであろう．肢体不
自由児の運動機能の維持を担保するのは，努力を伴う日々の取り組み以外にな
いことを重ねて記しておく．子どもは，自分で理解し，身体で納得したことを
繰り返すことにより，上手くできるようになる．機能の改善はそこから始ま
る．授業は，それらを実現するための宝庫である．だからこそ，教師には，子
ども本位の授業を創造する使命感が必要であり，柔軟に対応できる寛容な心と
指導力を養う必要があるのである．
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